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３モードサウンドコマンダー取扱説明書

サウンドサイエンス株式会社
〒770-8041
徳島市上八万町西山４３６番地
TEL088-644-2222
support@soundscience.co.jp
http://www.x502.com

■設置

■接続
　　 ・サウンドコマンダーのコネクタ部をＸ ５ ０ ２本体（ Ｆ Ｒ Ｏ Ｎ Ｔ用 ）の 「 S O U N D  C O N T R O L 」に挿し込む。

　 　 　 このとき 、抜け防止のツメがカチッと手応えあるまでしっかり挿すこと 。

　 　 ・正しく接続され、通電するとL E Dインジケータが点灯する。

　 　 ・ケーブルを延長する場合は、別売の「 L C X 3 5 」 ( 3 . 5 m ) を使用すること 。

　 　 ・取り外す際は、コネクタを持って引き抜くことで自動的に抜け防止のロックを解除できる。

　 　 　※無理にケーブルを引っ張らないこと 。

※本製品の仕様および外観は、今後予告無く
　　変更する場合があります。

　２００8年９月　　

本製品を正しく安全に使用するため、本説明書の内容を理解すること。

■操作
　　　・音量：左一杯の位置で無音、右一杯まで回すと最大。

　　　・ＬＥＦ：右に回すほどＬＥＦ効果（音質改善効果）が大きくなる。

　　　 　　標準的な推奨位置は センター（クリックのある位置）。

　　　 　　小音量時やレンジの狭い楽曲などの場合に最大まで使用する。

　　　・３モード：ダイヤルひとつで３種類のパターンから音質を調整できる。

　・ＬＥＦ、３モードの操作に応じて、ＬＥＤインジケータの色が変化する。

※注意事項

　・ＰＡＣプライマーは人体に有害な物質を含むため、必ず取扱説明書の用法を守って正しく使用すること。

　・酒精綿およびPACプライマーは車両側取付面を変質させる場合があるため、車両所有者の了解を得て使用すること。

　・両面テープが熱などにより剥がれた場合、サウンドコマンダーが落下した際にも、運転の妨げにならないように設置すること。

　・サウンドコマンダーが自動車の運転視界と操作、および乗降に差し支えのないように設置すること。

　・本体、配線、コネクタに無理な力のかかる設置、操作を行わないこと。

　・水に濡らしたり濡れた手で操作しないこと。

・ブライトモード　（左方向に回すほど強くなる）
　　定位を失わず、立体感＋拡がり、輝く音色と強力な臨場感。
・スイートモード　（中立から左右に回すほど弱くなる）
　　ナチュラルで聴きやすく、マイルドな音質。標準の設定。
・エキサイトモード　（右方向に回すほど強くなる）
　　よりダイナミックな音質。ロードノイズや風切り音が強いときにも有効。
　　※万が一音割れする場合は、効果を弱めてご使用ください。
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■各部の名称と働き

３モード

赤外線ポート（使用しません）角度固定ネジ
■付属品
・両面テープ２枚
・酒精綿
・PACプライマー　（取扱説明書付）
・取付ネジ１本

台座

LEDインジケータ LEF 音量

１．取り付ける位置を決める。　配線の取り回しに注意すること。

２．付属の両面テープ前処理材（酒精綿）で取付面および台座の接着面をよく拭き脱脂する。

３．付属の接着促進剤「ＰＡＣプライマーK-500」（３Ｍ社製）の取扱説明書をよく読み、取付面と台座の接着面を処理する。　

　　車両側取付面に接着促進剤を塗布する際、台座の接着面より広い範囲に塗布すると、取付箇所周辺が変色・変質する

　　ことがあるため、塗布面積を広げすぎないよう充分に注意すること。　　　

４．接着促進剤が乾燥するまで（常温で２～３分以上）、塗布面に物や手が触れないよう注意すること。

５．付属の両面テープを台座の接着面に貼り、取付面へしっかり押しつけ接着する。（貼り直し不可）

６．サウンドコマンダー落下防止のため、付属のネジを使用して台座を取付面に固定し、充分に圧着する。

７．取付角度を決め、角度固定ネジを締め固定する。市販の ＋ １ ドライバーを使用し、締めすぎに注意すること。


